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電話 ２２－８０９６ 各界連で鶴岡市議会に提出した「コロナ禍を打開する経済対策として

消費税減税を求める意見書」は、反対多数で不採択でした。 

鶴岡市議会では新政クラブの結束が固く、不採択ありきの態度が印象的

でした。まず請願者による趣旨説明を求める動議が否決され、請願者は発

言できず、紹介議員が趣旨説明を代行。質疑の中で中沢氏と加賀山氏が「請

願する理由は理解できる」と前おいて意見書への疑問を投げかけました

が、反対派は発言しませんでした。しかし反対討論になると「税源に根拠

がない」｢具体的な数字を示してない｣などと一方的に批判。賛成討論に立

った加藤議員がいくら訴えても響きませんでした。質疑に参加した両議員

は賛成に回りました。 

請願に対ししっかりと質疑し、議員それぞれの判断で立場を決めるのが

議会のあるべき姿です。会派でまとまって不採択ありきの態度に怒りを覚

えます。 

鶴岡民商も加盟する消費税廃止各界連絡会(各界連)が提出した、コロナ禍を打開する

経済対策として消費税減税を求める意見書が三川町議会で採択されました。昨年の『10

月からの増税中止を国に求める請願』採択に続く大きな成果です。

紹介議員をお願いする中で、「意見書に賛同してもらうため、内容を一部変更した方が

いい」と意見をすり合わせ、『景気が回復するまでの間減税する』と期間を限定するもの

となりました。 

9/7 の委員会にて菅原会長と山田事務局長が請願趣旨を説明。「増税で冷え切った経済

にコロナが追い打ちをかけている今、景気対策として困難の始まりである消費税を減税

するべきだ」と訴えました。質疑では「消費税を下げたら国の財政が大変」「そんなこと

で景気は良くならない。まずワクチン開発が先」など否定的な意見が出されましたが、

ほかの議員から「消費税が増税されても税収が増えてこなかった。大企業は応分の負担

をするべき」「ＧＤＰも家計消費も減っているのは事実。家計を温めずに景気回復はでき

ない」など賛成する声も多くあげられました。結果、委員会では３対２の賛成多数とな

り採択されました。 

翌日の本会議でも「購買力の回復というのは解るが、減税は混乱を生む。直接支援を

求めるべきだ」と反対討論がありましたが、「日々の買い物が負担となる今、減税のイン

パクトは大きい」「中小企業の声を届けるのが地方議会の役割だ」と賛成の議員が反論。

結果、５対４の賛成多数で採択されました。 

この結果を受けて、菅原会長は「採択となって良かった。保守の議員からも賛同が得

られたことがうれしい」と話せば伝わる情勢の変化に確信を深めています。 

今年も収支内訳書の提出を求める督促文書が発送されました。 

中を良く見て、収支内訳書以外にチェックがついてないか確認して下さい。

収支内訳書のみの求めであれば、例年通り無理に応える必要はありません。収

支内訳書は、「未提出による不利益･罰則はなく、納税者の過大な負担にならな

いように配慮」されるものです。民商では、この『文書提出について』こそが

不利益であり、過大な負担を強いるものとだとして抗議・要請をおこなってき

ました。今年は 

です。

税務署が恐れるのはモノ言う納税者とその団結です。 

堂々と訴えましょう！ 

また、今年は参加者で昼食交流会をおこない 

ます。そちらにもぜひご参加を♪ 


